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指定管理者 株式会社　清川屋

（電話番号） （023－630－2903）

1 仕様書等に沿った管理･運営業務の履行状況

評　価 ≪評価の理由≫

C

・地域に偏りのない商品の取扱いや魅力発信、
県内各地への回遊誘導に繋がる取組みについ
て、更なる創意工夫の余地がある。
・駐車場運営については、文化機能指定管理者
や周辺施設と連携し混雑防止等に努めている
が、夜間の管理体制については改善が必要であ
る。

② 管理･運営上の
課題、問題点
（改善すべきこ
と）

課題、問題点へ
の今後の対応

2 利用者からの要望等への対応

① 評　価 ≪評価の理由≫

B

・来館者のニーズに応えるため、取扱い商品の
追加や営業時間の延長等、柔軟な対応をしてい
る。

意見･要望等へ
の今後の対応

3 指定管理者制度活用の効果

① 評　価
≪評価の理由≫

B

・社会情勢の変化や利用者ニーズに即した新た
なサービスを提供している。
・研修による社員の接客技術・商品知識の向上
が、商品の魅力発信や利用者の満足に繋がって
いる。
・HP・SNSに関して内容の充実や更新頻度等、情
報発信については改善の余地がある。

② 評　価
≪評価の理由≫

B

・店舗間で連携した計画的・効率的な販売方
法、施設運営により、施設全体で環境負荷の軽
減や経費の節減につなげている。

指定管理者制度導入施設の管理運営検証結果【検証シート】令和４年度

施設の名称
やまぎん県民ホール（山形県総合文化芸術館）

山形魅力発信モール

所在地 山形県山形市双葉町1丁目2－38
県担当課

文化スポーツ振興課
県民文化館・西口広場にぎわい創出推進室

指定期間 令和　元年12月1日　～　令和　8年3月31日

・利用者のニーズを収集する方法を充実させたうえで、的確に把握しながら更なるサービスの向上に務める。
・文化機能指定管理者と日常的に連携を図り、大ホール公演情報などを共有し、状況に応じて営業時間を延長するなど、来館者
のニーズに的確に対応していく。

検証期間 令和　4年4月1日　～　令和　5年3月31日

検証項目 指定管理者による自己検証 県(施設所管課)による評価･検証

① 管理･運営業務
の履行状況

・魅力発信モールの全館オープンから、3年目の営業業務
で、感染対策も実施しながら、コロナ禍の影響縮小が予測さ
れる中での業務を実施した。
・「0035 BY KIYOKAWAYA」では、県産品の魅力を発信できる
売場づくり、「0035gather」では、工芸品と県産酒のブラン
ド価値を高めた販売、「アルケッチァーノ　コンチェルト」
では、県産食材を中心に山形県の魅力発信の価値ある料理提
供を実施した。
・賑わい創出イベントと連携して、関連商品のコーナーづく
りや、その場でつながった県内メーカーと新規取引を行い、
品揃えの強化を実施した。
・駐車場の管理運営については周辺施設とのイベントと情報
共有を密にし混雑見込の発信を強化。
・文化機能指定管理者と連携し、平日の日中に賑わいを創出
するため、「弁当開き」企画などを実施した。休日などは、
イベントに合わせてキッチンカー出店の手配などを行った。

・大ホールでのイベントがある日と、ない日での店内の繁閑
が大きい点が課題。より一層の集客の取り組みや、近隣のお
客のニーズに合った訴求が必要である。
・35市町村の魅力発信のために、さらなる取扱品目の見直し
や、品揃えの強化が必要。
・イベント広場や大ホールでのイベントの集客に期待するだ
けでなく、相互作用効果のある連携した取り組みが課題。
・県産品の販売を通じた周遊観光PRもさらに強化することが
課題。

≪課題等の原因分析≫
・イベント開催の有無が来店者数に大きく影響している。
・店舗内の商品について、魅力を伝えるための商品陳列・紹介や、
県内各地への周遊に繋がるような取組みが少ない。

・山形の魅力発信や県内各地への回遊誘導を図るため、地域的特色や風習等の情報とリンクした陳列や商品紹介、HP
やSNSを用いた細やかな情報発信、市町村や観光関係団体との連携について検討・実施する。
・イベントと連動した取組みはさらに強化するとともに、イベントの有無に左右されない、近隣住民の日常使いの視
点も取り入れた、カフェ部門の充実や商品取扱いを実施する。

意見･要望等及
びその対応状況

・大ホールの公演の開演時間に合わせて営業時間の延長を行
い、館を利用するすべてのお客様に利便性が良くなるように
流動的に体制の変更を実施。
・お客様の声から夕方に軽食を望む声があり、ご当地ラーメ
ン肉まんなどを販売。
・駐車場の事前精算機の場所がわかりづらいなどの要望に対
し、表示を増やしわかりやすくする対応を実施した。

サービスの
向上

・社員研修を実施し、接客技術の向上に努めている。特に
gatherは、リピート来店が増え、高額商品の購入など、大き
く購入につながっている。
・駐車場において、イベント時混雑回数が多くなっており、
対応人員の増員や、案内方法の見直しなどを行った。
・ホール内での学会等の集会が増え、来場者向けに、サービ
ス券を発行し、利用拡大を実施した。

経費の節減 ・食品の廃棄ロスが大きくなりがちな、カフェ用食品につい
て、仕入方法や、保存方法の見直しを行い、廃棄ロスの削減
を実施。
・日本酒など、品質を維持する必要のある商品は、レストラ
ンとPRを互いに行い、回転率の向上を実施した。
・従業員同士の情報共有に際し、紙での情報共有を削減し
た。



③ 評　価
≪評価の理由≫

B

・県産品の魅力を活かしたイベントの実施や集
客に繋がる新たな商品・サービスの提供を行
い、施設全体の賑わい創出に努めている。
・昨年に引き続き、地元スタッフを積極的に採
用し、地域の雇用拡大に貢献している。

【評価指標】
：仕様書等に定める水準を上回っている等、優れた対応がなされている。

：概ね適正に実施されている。

：部分的に改善等を要するところがあるが、既に対応済み又は対応見込みである。

：仕様書等に定める水準に達しておらず、大いに改善を行う必要がある。

注）検証項目については、施設の特性等に応じて適宜追加することができるものであること。

Ｄ

その他(地域の
活性化、雇用の
確保等)

・山形県の県産米利用拡大の取り組みとして「つや姫米粉」
を使ったスコーンの販売を実施し、季節に合わせたバリエー
ションの販売を継続実施して好評を得ている。
・イベント広場での物産イベントの交流で関係を深めた企業
と新たな取引を行い、ショップでの品揃え増加を実施した。
・県内4エリアの企業との新規取引が増加した。
・ホール内で開催された「佐藤錦の品評会」に出品した商品
即売会を実施。県産品のPR、情報発信を行った。
・ホワイエを利用したワインのセミナーを実施し、県産ワイ
ンのをおいしく楽しむ飲み方を伝えながら県産酒のPRを実施
した。
・コロナ収束に伴い、来店者数の増加傾向のため3名を新た
に雇用した。

総合的な評価

・指定管理開始から３年が経ち、これまでに確立してきた運営方法を用いながら、安定して業務を履行している。
・県産品の魅力発信や県内回遊の拠点として、県内３５市町村の特色を活かした商品販売など、より一層のPRに期待
する。
・適正な管理運営、時宜に応じた良質なサービス提供に向け、県や文化機能指定管理者、周辺施設の関係者等とより
密接に連携・調整していく必要がある。

Ａ

Ｂ

Ｃ


